
9・10月 6年【発展学習】 開国・変わった世の中 2時間扱い 

単元目標 
横浜での「もののはじめ」を調べ、地図にまとめることを通して、開港を機に、今につなが

る文化がもたらされたことを知り、自分たちのまちの発展や文化について関心を高める。 

学習活動（◇） 内容（・） 指導上の留意点（・）資料（資）等 

◇「開国・変わった世の中」の単元を振り返る。 

・開港したことでまちがとてもにぎわったよね。 

・外国からいろいろなものが入ってきたよね。 

・でも、どんなものが入ってきたのかな。 

・横浜からはじまったものがあるらしいよ。 

・調べてみたいな。 

１ よこはま もののはじめ 

 

 

◇横浜からはじまったものを種類ごとグループで調べる。 

・本で調べてみよう。 

・インターネットで調べてみよう。 

・博物館に行って調べてみよう。 

・実際に関内周辺に行って調べてみよう。 

～交通編～ 

鉄道 

・1872 年 10 月横浜～新橋間（約 30 ㎞）を 1 時間足らずで結ぶ

鉄道が開通した。 

・1870 年イギリス人の技師モレルを招いて、鉄道建設に踏み出

した。 

乗合馬車 

・1869 年 5 月成駒屋の屋号でもって、わが国最初の乗合馬車屋

を開業した。 

近代道路 

・1879年 町名として「日本大通り」が正式に通達された。 

・日本大通りが日本で最初の砕石舗装をされた道路。 

～食べ物編～ 

アイスクリーム 

・1865 年 リズレーの輸入した天津氷が横浜に到着。彼がアイ

スクリームサロンを開いたのが最初。また、1869 年 町田房三

が馬車道に氷水店を出し、「氷又ハアイスクリーム」を販売した。 

・津軽や函館から船で天然氷を運んだ。 

（資）わたしたちの横浜 

（横浜市教育委員会編） 

（資）横浜もののはじめ考 

（横浜開港資料館） 

 

◇乗り物、設備・施設、食べ物、服

装などから、グループで分担し、調

べ発表(ポスターセッション等 

)する活動が考えられる。 

        

◇当時の絵図や写真などの具体的

な資料を準備できるように支援し

たい。 

【開港資料館蔵の浮世絵から】 

牛鍋屋 仮名垣魯文『牛店雑談安愚楽鍋』 

 

      

 

 

 

 

浮世絵「乗合馬車」 

 

 

 

 

 

    浮世絵「鉄道」 

どんなものが横浜からはじまったのだろう。 



パン屋 

・1860 年、内海兵吉がフランス軍艦乗り組みのコックから手ほ

どきを受けて焼き始めた。 

 

～生活編～ 

ガス灯 

・1872年、高島嘉右衛門は、フランス人技師プレグランと共に、

中区本町小学校の地にガス工場を造った。 

 

理容 

・1868～1869年頃、小倉虎吉らが外国居留地で営業を始めた。 

◇横浜からはじまったものを地図にまとめる。 

  浮世絵「ガス会社」 

 


